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一
九
七
二
年
の
沖
縄
返
還
に
係
る
日
米
密
約
に
つ
い
て
の
東
京
地
方
裁
判
所
の
要
請
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一
九
七
二
年
の
沖
縄
返
還
の
際
に
本
来
米
国
が
支
払
う
べ
き
返
還
軍
用
地
の
原
状
回
復
費
を
日
本
政
府
が
肩
代
わ
り
す
る
こ

と
を
約
束
、
ま
た
は
合
意
し
た
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
日
米
密
約
（
以
下
、
「
密
約
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
作
家
の
澤
地
久

枝
さ
ん
ら
二
十
五
人
が
昨
年
九
月
、
情
報
公
開
法
に
基
づ
き
「
密
約
」
を
記
し
た
政
府
の
文
書
の
公
開
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
政

府
が
「
密
約
」
を
示
す
文
書
を
作
成
し
た
事
実
は
確
認
で
き
ず
、
破
棄
・
移
管
し
た
記
録
も
な
か
っ
た
と
し
た
た
め
、
本
年
三

月
、
澤
地
氏
ら
に
よ
り
提
訴
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
に
つ
き
、
第
一
回
口
頭
弁
論
が
行
わ
れ
た
本
年
六
月
十
六
日
、
東
京
地
方

裁
判
所
の
杉
原
則
彦
裁
判
長
は
冒
頭
で
、
「
密
約
」
を
示
す
文
書
は
な
い
と
言
い
続
け
る
政
府
に
対
し
、
「
そ
の
理
由
を
合
理

的
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
要
請
し
た
と
承
知
す
る
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

杉
原
裁
判
長
の
要
請
に
対
す
る
政
府
、
特
に
外
務
省
の
見
解
如
何
。

二

「
密
約
」
に
つ
い
て
は
、
米
国
の
国
立
公
文
書
館
で
そ
の
存
在
を
示
す
文
書
が
公
開
さ
れ
、
ま
た
、
当
時
外
務
省
ア
メ
リ

カ
局
長
を
務
め
、
交
渉
に
直
接
携
わ
っ
た
吉
野
文
六
氏
が
自
ら
そ
の
存
在
を
認
め
る
コ
メ
ン
ト
を
何
度
も
出
し
て
い
る
。
本

年
六
月
十
七
日
付
朝
日
新
聞
三
十
一
面
に
も
、
「
当
時
は
、
と
に
か
く
協
定
を
批
准
さ
せ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
。
あ
と
は
野
と

な
れ
…
…
と
い
う
気
持
ち
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
『
記
憶
に
な
い
』
『
そ
う
い
う
事
実
は
な
い
』
と
言
っ
て
き
た
」
と
、
二

一



〇
〇
六
年
に
同
新
聞
社
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
た
時
の
コ
メ
ン
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
政
府
、
特
に
外
務
省
の
「
密

約
」
に
つ
い
て
の
対
応
は
、
た
だ
「
『
密
約
』
は
な
い
」
と
強
引
に
言
い
切
る
の
み
で
、
こ
れ
ら
客
観
的
な
証
拠
、
証
言
に

対
す
る
懇
切
丁
寧
な
説
明
は
全
く
な
い
が
、
右
は
な
ぜ
か
。

三

政
府
、
特
に
外
務
省
と
し
て
、
杉
原
裁
判
長
の
要
請
に
真
摯
に
応
え
、
「
密
約
」
及
び
「
密
約
」
を
示
す
文
書
が
な
い
に

し
て
も
、
そ
の
旨
懇
切
丁
寧
な
説
明
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


